
GISと機械学習を活用し、地域森林資源の持続可能な活用を目指す

地域森林資源の持続可能性解析

株式会社エフバイオス

活用事例
＞ 資源管理 ＞ 森林

■概要

株式会社エフバイオスは出力11,500～
18,000kWの木質バイオマス発電所を管
理・運営している。同社発電所で使用する
燃料の大半は地域の山林から伐採・間伐
された木材から作られるチップである。
発電所の安定稼働のためには燃料を安
定的に調達することが必要である。その
ため、森林の循環利用（伐って、植えて、
育てる）による森林資源の持続的な利用
が求められる。
同社山林事業部森林調査グループで
は、森林資源の現状把握と将来のシミュ
レーションにより、森林資源の持続可能
性評価を目指している。
これまでに航空写真やレーザー測量由来
の地盤高（DEM）データといった多様なリ
モートセンシングデータを元に深層学習
などの機械学習を応用することで、実態に
即したデータの解析を実現した。
今後、地形と資源量を総合的に解析・評
価し、森林資源利用可能区域を設定した
上で、森林資源量の将来予測の実現によ
り地域森林資源の持続的な供給体制の
実現を目指す。

■課題

同社の豊後大野発電所（出力18,000kW）
の場合、燃料とする木質チップを1日に約
700t使用し、その約8割は未利用木材由
来である。
地域の森林・林業にとって、木質バイオマ
ス発電所の存在は木材の受け皿となる
ものの、大量の燃料を消費する。そのた
め、燃料の安定供給体制を維持するとと

もに、地域森林資源の持続的活用に向
けて、森林の資源量と成長量、伐採量を
解析し、持続可能性を検討する必要が
あった。

■ArcGIS採用の理由

発電所で使用するチップは半径約50km
に及ぶ森林から集められるため、広域の
解析が求められた。また、基本的に扱う
データはラスターデータであり、様々なラ
スター解析手法を組み合わせることが必
要だった。
ArcGISは大容量のラスターデータでも
動作が安定しており、エクステンション製
品であるArcGIS Spatial Analystを利
用することで豊富なラスター解析ツール
が使用可能となるため採用した。

■課題解決手法

地域森林資源の持続可能性を検討す
るため、下記を明らかにすることが必要
だった。2019年（令和元年）10月時点で
は下記のうち、（1）、（2）は実施済みであ
り、（3）、（4）については手法の開発に取
り組んでいる。
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課題
・森林の循環利用による森林資源の持続的な
調達
・森林資源の現況、変化量の把握と地形解析

導入効果
・深層学習やArcGISの各種ラスター解析ツー
ルを活用することで高精度な樹種区分、
資源量把握、森林の変化量（伐採量、成長
量）、作業道・林道の抽出が可能となった
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（1）現存する資源量の把握
樹種区分
木材の体積（以下、材積）の推定
地形解析

（2）資源変化量の推定
成長量の推定
伐採地の抽出

（3）利用可能区域の検討
地形と資源量の統合的解析

（4）森林資源の長期シミュレーション

（1）について、樹種区分は深層学習を応
用した。また、材積の推定は空中写真か
ら得られる表層高（DSM）とレーザー計
測データ由来のDEMから森林の高さ（以
下、林冠高）を算出し、林冠高から材積を
推定した。地形解析では傾斜や曲率とと
もに、微地形図を作成し、深層学習を活
用し既存の林道・作業道を抽出した。

（2）について、資源変化量は2時期の空
中写真から得られる林冠高の差分から
解析した。

林冠高が減少した箇所を確認したとこ
ろ、ほとんどが伐採地であったが、一部、
掘削工事によるDEMの低下やダムや河
川の水位減少も抽出していた。また、林
冠高の誤差により伐採されていない森林
も抽出していた。そこで林冠高が減少し
た箇所のオルソ画像の色情報も加え、
Random Forestという機械学習の手法
を活用することで、森林減少だけを抽出
するモデルを作成した。
また、林冠高が増加した箇所では、増加
量を成長量として解析した。

■効果

（1）現存する資源量の把握について、ク
ヌギ林は広葉樹林と混同してしまったも
のの、重要樹種であるスギ、ヒノキの分類
精度は約9割であり、全体精度は93%を
達成した（表1）。

（2）資源変化量の推定について、推定し
た成長量を検証するため、既往研究（地
上設置型レーザースキャナーを用いた
現地調査により改訂された収穫表）と比
較した。若干、空中写真で推定した成長
量が高かったものの、概ね似た傾向を示
した（グラフ1）。
また、伐採地の抽出精度は90%を上回った。

■今後の展望

地形条件と推定した資源量、伐採の関係
を明らかにすることで、森林資源の利用
可能域が設定可能となる。
これまでの取り組みにより明らかとなっ
た現在の資源量分布、年間伐採面積、成
長量と、パラメータとして再造林率や造
林樹種の面積割合をシナリオ別に設定
し、利用可能域内での森林資源量の長
期シミュレーションを実施することにより
地域森林資源の持続可能性を評価し、
行政や地域の協議会と協力しながら必
要な対応を検討したいと考えている。
記事中の解析結果は大分県知事の承認を得た森林
資源情報データから作成したものである。
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林道・作業道の抽出例

表1：樹種区分例とエラーマトリックス

グラフ1	：	空中写真による成長量の推定と現地調
査による成長量推定結果の比較

既往研究 : 	大分県収穫表改訂調査報告書
	 	（平成 31年 3月）


